
新しい古着・古繊維回収の仕組みを
提案するプロジェクト

調査研究

はじめる助成

年目1〒152-0003　
東京都目黒区碑文谷5-10-3　
http://www.asaa.jp/

 | 活動地域 | 全国一般社団法人　地域資源発掘ASAA

アンケート調査
回収数 1,503票

4回
100％
80％

学習会開催数

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する
達成度

課題

目標

活動内容と成果

　市民による古着回収が始まって２５年になるが、社会状況の変化から、これ
までの手法では維持できなくなりつつある。新しい仕組みが必要である。

　アンケート等で新しい知見を得られ、新しい仕組み提案の
基礎資料をつくることができた。また、古着に関わる団体の
横のつながりができた。今後、この緩やかなネットワークを基
礎に、新しい仕組みをつくりたい。

　新しい仕組みを提案するために、古着回収の実態がどうなのかの現状を
把握する。

　古着回収の実態を把握するために①実態調査　②調査にもとづく学習会
を実施した。
　実態調査では市民向けのアンケート調査と団体ヒアリングを行い、古着に

今後の
展望

いわき市ザ・ピープルの古着回収場所

名古屋市リサイクルショップ

■苦労した点
　市民アンケートでは対
象 が 中 高 年 に 偏りが ち
だった。また、古着につい
ての調査研究があまりな
いので、講師選定に苦労
した。

■工夫した点
　市民アンケートは、大学
に協力を依頼し、大学生か
ら調査票を回収できた。学
習会では、メンバーの知恵
を集めて講師を探した。

苦労した点と工夫した点

関する市民意識は世代間の差が大きいこ
とが、改めてデータとして把握できた。団体
ヒアリングでは、古着市場の変化に伴う課
題は共通していたが、その解決方法は多様
であることがわかった。
　学習会では先進的な専門家の話を伺
い、今後の仕組みの在り方についてのヒン
トをいただけた。また、古着に関わる団体
同士の情報交換ができた。


